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コンクリート構造物の品質確保の取り組み
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1．工事概要

工事名 令和2年度笠岡バイパス新神島大橋第1下部工事

工事場所 岡山県笠岡市横島地内

工期 令和3年3月16日～令和5年2月28日

工事金額 当初：￥968,715,000（税込み）

最終：￥1,104,686,000（税込み）

発注者 国土交通省中国地方整備局岡山国道事務所

工事内容 橋台工（A1橋台） 1基 深礎杭（φ2,000  N=4本） 1式

ＲＣ橋脚工（P1橋脚） 1基 深礎杭（φ6,000  N=1本） 1式

ＲＣ橋脚工（P2橋脚） 1基

ニューマチックケーソン基礎工（□13.0m×11.5m,L=5.8m） 1式

仮設工 １式
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1-1．工事内容
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工事場所 岡山県笠岡市横島地内
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令和2年度笠岡バイパス
新神島大橋第1下部工事

1-2．工事位置
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1．工事概要
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令和2年度笠岡バイパス
新神島大橋第1下部工事

1-2．工事位置

令和2年度笠岡バイパス
新神島大橋第1下部工事
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P2橋脚

P2橋脚

P1橋脚

P1橋脚

A1橋台

A1橋台

1-3．P2橋脚施工概要
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満潮時水位

干潮時水位

13000 11500

5800 5800

9000
（1次施工）

9000
（1次施工）

正面図 側面図

1-3．P2橋脚施工概要
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1．工事概要 8

・躯体築造は全て海上での作業となる。

鋼殻ケーソン吊降し前 鋼殻ケーソン吊降し後 3ロット～4ロット築造

沈下掘削 1リフト～4リフト築造 完了

1-4．周辺環境及び施工順序
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2-1．施工状況把握チェックシート
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・打設日前日にチェックシート、コ
ンクリート打設計画書にて打合せ

 →資機材点検、人員確認、打設前状
況確認

・打設日当日にチェックシートを基
に打設状況確認

→当たり前の事を確実に実行

2．施工に関する取組み内容

打設計画書抜粋
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・コンクリートの締固めに、スパイラルバイブレーター(φ50)を使用する。

10

スパイラルバイブレーター

→振動部表面が螺旋状で振動エネルギーが効率よく伝播
される。

・左回転時は下向
きの推進力。

・右回転時は上向
きの推進力。

左回転(挿入時) 右回転(引き上げ時)

・コンクリート打設専任監視員を配置

→手元スイッチの切り替え確認・指導

→バイブレーターの挿入間隔（30㎝）

専任監視員配置状況

2-2．締固め機器の選定による充填向上

2．施工に関する取組み内容
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112．施工に関する取組み内容

・コンクリートの締固めに、細径マルチバイブレーター(φ31)を使用する。

→細径の棒状バイブレーターであるため、狙った
場所にピンポイントで挿入が可能。

・主にかぶりコンクリートに使用。

・型枠天端に20㎝ピッチのマーキングテープを張り付け挿入間隔
を管理。

細径マルチバイブレーター(φ31)

挿入間隔マーキングテープ マルチバイブレーター使用状況

2-2．締固め機器の選定による充填向上
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2-3．充填検知システムを利用した充填管理
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・コンクリート充填検知システム(ジューテンダー) を使用する。

→空気、水、コンクリート、振動検知

上記4つの識別が可能。

・充填不良の発生しやすい最下部にて充填確認。

・柱部は3×3=9箇所、梁部は5×2=10箇所。

ジューテンダー本体 ターミナルボックス

振動デバイス設置状況 振動デバイス設置位置図

2．施工に関する取組み内容
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2-3．充填検知システムを利用した充填管理
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・コンクリート充填状況をデータで目視確認することが可能。

→充填不良による不具合未然防止。

→未熟な技能者のコンクリート充填技術向上

→経験による品質のバラつき軽減。

ジューテンダーモニター【●は振動検知(3段階)】 ジューテンダー検知結果表

2．施工に関する取組み内容
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2-4．透明型枠を利用した打上高さ管理

14

・橋脚4面に透明型枠を設置。

→透明型枠に1層45㎝でマーキングを設置。

→鉄筋＠150×3毎(45㎝)スプレーにてマーキングを設置。

透明型枠設置位置図

打上高さ確認状況 内部打込高さマーキング状況

2．施工に関する取組み内容
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2-5．コンクリート改質剤による表面の緻密化

15

・潮の影響を受けるため、コンクリート改質剤(CS-21)を使用する。

→コンクリート表層部の間隙を緻密化

→劣化因子の侵入を長期にわたり抑制。

→経年的に発生する微細なひび割れに追従し、間隙を充填する。

・海中、海上のコンクリート構造物であり、補修が困難であるため、

橋脚全面にコンクリート改質剤(CS-21)の塗布を行った。

コンクリート改質剤塗布状況

コンクリート改質剤(CS-21)

2．施工に関する取組み内容
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４点 ３点 ２点 １点

セパコン跡近傍にも沈
みひび割れがない

調査対象範囲のセパコ
ン跡近傍の概ね1/5以上
に沈みひび割れが発生

調査対象範囲のセパコ
ン跡近傍の概ね1/2以上
に沈みひび割れが発生

２点の状態よりも劣る

セパコン跡直径の3倍以
上の長さの沈みひび割
れが発生

セパコン跡直径の5倍以
上の長さの沈みひび割
れが発生

5mm以下の気泡がほとん
どない
(目安：概ね50個以下

/m2）

5mm以下の気泡が認めら
れる
(目安：概ね50個以上

/m2）

10mm以下の気泡が認め
られる
(目安：概ね50個以上

/m2）

２点の状態よりも劣る

調査対象範囲に改善※１

を要する打重ねが認め
られない

調査対象範囲の概ね1/5

以上に改善※１を要する
打重ねが認められる

調査対象範囲の概ね1/2

以上に改善※１を要する
打重ねが認められる

２点の状態よりも劣る

調査対象範囲にノロ漏
れがほとんど認められ
ない

調査対象範囲の概ね
1/10以上にノロ漏れが
認められる

調査対象範囲の概ね1/3
以上にノロ漏れが認め
られる

２点の状態よりも劣る

調査対象範囲に砂すじ
がほとんど認められな
い

調査対象範囲の概ね
1/10以上に砂すじが認
められる

調査対象範囲の概ね1/3
以上に砂すじが認めら
れる

２点の状態よりも劣る

(4)
型枠継ぎ目の
ノロ漏れ

(5)
砂すじ

(1)
沈みひび割れ
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(2)
表面気泡

評価項目
評価点

不適合
参考写真

(3)
打重ね

　※１ 改善の着眼点　…　所定の厚さで打ち込まれているか。水平に打ち込まれているか。
　　　　　　　　　　　　 上層下層一体の締固めが行われているか。

良好な例 改善を要する例

表層評価一覧

ノロ漏れ防止設置状況

北面 東面 南面 西面 北面 東面 南面 西面

3ロット 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0 4.0 3.0 4.0 3.8

4ロット 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

1リフト 3.0 3.5 3.5 4.0 3.0 3.5 3.5 4.0 3.5

2リフト 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

3リフト 3.0 2.0 3.0 2.0 3.0 2.0 3.0 2.0 2.5

4リフト 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

3ロット 3.0 3.0 3.0 3.0 3.5 3.5 3.5 3.5 3.3

4ロット 3.0 3.0 3.0 3.0 3.5 3.5 3.5 3.5 3.3

1リフト 3.0 3.0 3.0 3.0 3.5 3.5 3.5 3.5 3.3

2リフト 3.0 3.0 3.0 3.0 3.5 3.5 3.5 3.5 3.3

3リフト 3.0 3.0 3.0 3.0 3.5 3.5 3.5 3.5 3.3

4リフト 3.0 3.0 3.0 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 3.3

3ロット 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

4ロット 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

1リフト 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

2リフト 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

3リフト 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

4リフト 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

3ロット 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

4ロット 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

1リフト 4.0 3.5 3.5 3.5 4.0 3.5 4.0 3.5 3.7

2リフト 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5

3リフト 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5

4リフト 3.0 3.0 3.0 3.0 3.5 3.5 3.5 3.5 3.3

3ロット 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

4ロット 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

1リフト 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

2リフト 3.5 4.0 4.0 4.0 3.5 4.0 4.0 4.0 3.9

3リフト 3.0 3.0 3.0 3.0 3.5 3.5 3.5 3.5 3.3

4リフト 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

型枠継目の

ノロ漏れ

砂すじ

沈みひび割れ

表面気泡

発注者　主任監督官 元請
評価平均

打重ね線

2.8

3.3

4.0

3.7

3.9
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174．まとめ
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